
黄庭上元節心身能量調整 
特別講習会＆特別遠隔施術  
万物がよみがえる春、天地と共鳴して“生命力の設計”を 

 
2026年 3月 3日は旧暦の正月十五日、上元節、この日は、 
一年で最初の満月の夜、春のエネルギーが本格的に動き出し 
整う節目と考えられてきました。梁先生は、気候が不安定で 
体調を崩しがちな春の初めに、皆様に可能な限り健やかで 
いていただきたい、との願いから、３月３日上元節の午後に
特別講習会（修練会）、夜に遠隔施術を計画されました。

  
日時：３月３日（火）  

① 特別講習会  午後３時３０分～５時 
② 特別遠隔施術 午後９時～１０時   

講習会：銀座萬仏宇宙殿（遠隔施術申込者は無料） 
     東京都中央区銀座２丁目 11-8ラウンドクロス２階 
     講習会のみ参加者は 5,000円（税込）会場払い    
遠隔施術費用：6,666円(税込) (ご家族何人でも同金額) 
   ※遠隔施術申込者の特典 

① 銀座での特別講習会は無料（家族の参加も可） 
② 後日、上元節修練方法詳細プリントをプレゼント  

申込方法：遠隔施術を受ける方及び銀座講習会参加者のお名前を 
明記のうえ返信メールで予約をお申込みください。 
施術費用は急ぎませんが、次の指定口座にお振込下さい。 

         きらぼし銀行中野支店 普通５００３８８０ 
シヤ）ゼンニツポンヨウジヨウキヨウカイ 

 

主催：銀座万仏宇宙健康会 （株）烏龍堂 
                 

TEL:03-3229-3136 FAX:03-6382-7778 
メール:ryankikouj@gmail.com HP:http://www.ryankikou.com 

TEL:03-3229-3136


「上元節（じょうげんせつ）」は漢代に起源をもち、すでに 2000年以上
の歴史があります。一年で最初の満月の夜であり、深い文化的背景を持
つだけでなく、その天文学的な位置関係から、人の身体にも日常とは異
なる特別な影響をもたらすとされています。 
 
「一年の計は春にあり」と言いますが、ここでの「計」は単なる計画で
はなく、自然の法則に沿った“生機（生命力）の設計”を指します。 
また「春」は単なる季節ではなく、天地の陽気が立ち上がり、万物がよ
みがえる“エネルギーの時空”を意味します。上元節がつくられたのは、
先人がこの時空の節目の特別性を見抜き、灯火や集いといった形を通じ
て、人々が天地と同じリズムで共鳴できるよう導いたからだと考えられ
ます。 
 
古人が頭部を「上元宮」と呼んだのは、頭が「諸陽の会（あらゆる陽の
気が集まる場所）」であり、人体の最高司令中枢として、思考・感情・ 
意思決定をつかさどるからです。 
この上元節に合わせて「黄庭上元節心身の能量（エネルギー）調整  
特別講習会と遠隔施術を実施し、ご縁ある方々が心身の滞りを浄化し、
生命エネルギーを高め、2026年を順調に歩み始められるようサポート
します。 
 
上元節は一年に一度の特別な機会であり、脳の潜在力を引き出し、人生
の軌道を組み直すのに最適な“窓”だと捉えます。上元節の夜は月華 
（げっか）のエネルギーが最も盛んで、このとき上元宮を修めることで
天体の引力や地磁気の変化を借り、自身のエネルギーを宇宙のリズムと
同期させ、脳皮質の機能を最適化し、セロトニンやドーパミン水準を 
高め、前向きな心と明晰な思考を育て、自然と良い機会を引き寄せやす
くなる――という考え方です。 
 
本講習会及び遠隔施術は、伝統的な修煉の智慧と、現代の天文学・心身
医学の原理を組み合わせ、黄庭内景功創立者・梁蔭全先生が、エネルギ
ーの集まる「金光万仏殿」において、55年の実証経験をもとに開催いた
します。意念の集中と共鳴を通じて、潜在意識に残る負の痕跡を深く浄
化し、思考と直感を司る神経システム機能を活性化させ、生命を清明さ
と活力へ回帰させます。 
 
 
 

 
 
 
 



本講習会及び遠隔施術の核心的特徴（2点） 
 
Ⅰ天文学的基礎：満月と人体の生体場（バイオフィールド）の“潮汐効果” 

 1. 「一元復始」の宇宙リズム 
  正月十五は新春最初の満月の夜であり、地球の公転周期における 

  新しいサイクルの開始を象徴します。天文学的には、この時期の 
太陽・地球・月の位置関係が、海の潮汐だけでなく、水分を主成分 
とする人体にも“生物潮汐”のような影響を与えると捉えます。 
 

 2. 共鳴の起点：『黄帝内経・素問』 
『八正神明論篇』第二十六には「月始生、則血気始精；月郭満、 
則血気実」 

（月が生じ始めると血気は精を帯び、月が満ちると血気は充実する） 
とあります。正月十五の満月は、陽気の発動と陰気の凝集が一年で
最初に動的均衡へ達する節目だとします。現代科学でも、満月期は
人体の電位・血圧・感情の揺れが増す可能性があるとされます。 
この日に「エネルギー調整」を行うことは、天体運行の規律に沿い
外界の大きな勢（ポテンシャル）を借りて、体内の生体リズムや 
生体電場を整え、少ない力で大きな効果を得る、という考えです。 
 

Ⅱ中医生命科学：上元節は「上元宮（頭部の気血と神志）」を整える最良
の時機 

1. 気血の周期性 
中医学では、満月期に気血が体表へ向かいやすく、経絡が通りや
すい生理的特徴があると見ます。この特性を利用し、導引や意念
の誘導によって、臓腑経絡の深部に潜む「伏邪」（寒湿・瘀血・鬱
気など）を体外へ排出する、という発想です。 

 
2. 「上元宮」と神志：爽霊神を養う 

頭部は「上元宮」とされ、「爽霊神」を主るとされます。中医では
「脳は  元神の府」と言い、神志・思考・運命の方向性を決める
決断力（現代でいう実行機能・直感に近い）を司るとします。 
本遠隔施術は「爽霊神を滋養する」ことを主とし、科学的には、
脳皮質の興奮と抑制のバランスを調整し、精神レベルの“エント
ロピー増大（混乱度）”を除去し、集中力・決断力・直感の鋭さ
を高める――という理解になります。これにより、次の一年を明
晰に過ごし、誤った選択を避けられるようにする、という狙いで
す。 
 
 



梁蔭全先生がこの日に「エネルギー調整」を行うのは、天体運行に 
順応し、外界の大きな勢を借りて、体内の生体リズムと生体電場を 
整え、滞った負の感情や生理的な詰まりを清め、一年の健康と運勢 
の基礎を築くため、という位置づけです。 
 
「黄庭上元節心身エネルギー調整 」の内核と“科学性” 
 
先人の「天に順い、心身を調える」生存の智慧に従うことです。 
その科学性は次の 3点にまとめられます。 
 
 ① 時を選ぶ（擇時）：一年最初のエネルギー高峰（満月）を精密に 

選び、天体エネルギーを借りて排出・調整を助ける 
 

 ② 焦点を定める（定位）：運命を司る「上元宮（脳）」にフォーカス  
 し、現代人に多い精神的不安・決断疲労に対応する 
 

 ③ 方法を得る（得法）：「宇宙エネルギー」と意念内観により、 
生体フォトン場を調節して深層浄化を行い、微小循環を改善 
する。 

 
2026年 3月 3日という特定の時空の節目に、宇宙規模のエネルギー
を借りながら、意識的に心身を「リセット」「浄化」の状態へ導き、 
一年の健康と運勢のための確かな生理・心理基盤を築きましょう。 
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